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　　　　　The　Neogene　Tertiary　o歪Sδma　District

　　Contains　three　seams　of　lignite，name玉y：

　　　　　a）Upper　llgnite　seam．、It　is　only　found

　　董n　the　central　part　of　tb，e　area．　The　tむick－

　　ness　is　about　l　n｝eter．

　　　　　玲）Middle　lignite　seam．互t　is　the　prin－

　　cipa口ignite　seam　extending　over　the　whole

　　fegion　and　its　thickness　varies　：from　O．6to

　　1．5mβters，and　is　worked　in　several　pits．

’　　　More　than25pits　are　operate（i　by　indined

　　shafts．

　　　　　c）、Lower　lignite　seam．亙t　extendεa1－

　　most　over　the　whole　area　like　the　midd玉e’

　　11gnite　seam，and　is’about　O．7meters　in

　　㌃hickneSS．

　　　　　丁鉦e　Sδma　lignite　is　d3rk　brown　in

　　colour　and　Woo（1y1n　qua1三ty．　Ca1（〉rific　va1ue

　　of　lignite，produced　from　the　northem　and

　　southern　parts　of　t㌃1e　area，has4，000calor・

　　ies，but　the　one，from　the弓entral　part，has

　　4，500～5，000　calories。　Probable　reserves　are

　　estimated　at61million　tons．The　amual
　　production　from　this　area　is　about　80，000

　　tons，but　this　wiII　declineいwith　years．

　　　　If　we　expect　the　increase　of　pro（1uction

　　from　　this　area，　it　is　desirable　　to　use

　　engineer至ng　methods　an（i　to　strengthen　the

　　provision　of　necessaries．，

　　　　　　　　　　　緒　　言
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治）により実施されたものである。最近ふたたび燃料事

情が悪化すると同時に，新に亜炭の利用方法が進み，亜

炭の持つ使命が再認識されつつあるのでこの調査報告の

大要を調査概報として発表する次第である。調査にさい

しては福島縣亜炭鉱業会支部を初め地元官民より種タ多

大の便宜を與えられた。ここに記して感謝の意を表する

次第である◎

　　　　　　　　　1．一要　　旨

　昭和21年12月から翌22年5月にわたり，福島縣相馬

亜炭田の調査を行つた。地質は第三系および第四系より

なり・第三系は基盤をなす中生代の砂岩・粘板岩と断層

で境されると考えられ，一般走向NS，傾斜10。E内外

の簡軍な地質穣造で，下部より上部に村田介暦，相馬

暦，安養寺暦，中村層に区分される。亜炭層は相馬暦上

部に挾有され，上居，中暦および下暦の3暦があり上

暦（炭丈1m・内外）は局部的に発達するだけであるが・
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中層（炭丈1。5～1．6m）およぴ

下暦（炭丈0．7m内外）殊に中

層は分布が広く地域全体におよ．

び，その上淡質も良好で相馬亜

淡田の中核をなすものである。

炭質は木質亜炭を主として，発

熱量は北部，南部においては約

4，000力白リー，中心部においで

は4，500～5，000カロリーにもお

よぶ良質のものである。推定埋

藏量は，上層約200万t，中暦お

よび下暦を合せて約5，goO万t

合計6，100万tと概算され，20

有余の淡鉱により月壼約7，000t

を蓬出している。淡鉱は一部を

除いていずれも斜坑による探炭

を行い，今後はさらに深部の採

淡に移行しなければならない状

況にあるが小鉱区が錯綜するた

め現況の儘では出炭の増加は望

めないのみでなく近い痔来にお

いては大幅減産の危機に逢着す

るものど考えられる。

域上のように相馬亜麦田は炭

質が良好であること，炭量も相

当量に達すること，京浜を初め

とする潰費都市に近くまた小蓮

邊も年間を通じて便利であるこ

と等を考慮する時は，将来亜淡

生産地として重点的に取りあげ

られうる諸要素を具備する地区

と考えられる。

　　2．位置および交通

　本調査区域は阿武隈山脈の東

麓と常磐線との間の丘陵地帯で

北は常磐線相馬中村駅より南は

磐城太田駅西方迄約26kmに

わたりその面積は85．5km2で・

あるQ
　調査地区内は縣道が良く補修

敢良され，林道もまた比較的発

達し，各山元から常磐線φ各積

込駅まで4km丙外の間の蓮搬

は甚だ容易である。また原釜港

が改修されつつあり，同港の改

修が完成した曉には海上輸邊も

37一（495）



＼

地質調査所月報（第3巻第10号）

’可能となろうo

蓮搬の便利なことは冬期間塞気，降雪等のために操業

に支障を来たすと言う不利な自然的制約が皆無であるこ

ととともに誠に天恵と言いうる。

　　　　　　　　　3．地　　形

　木地区は阿武隈山地g東側前縁地帯であつて，標高

ユ00m未満の丘陵性台地を形成し，東に移るにしたがつ

て低準となる。

　大小の河川はいずれも阿武隈山地に源を発して東流

し，、阿武隈山地を出ると各河川は新生代の脆弱な諸岩暦

を広く浸蝕、して広潤な農耕地を形成しているQ

　阿武隈山地の麓近くに南北に点綴する各炭鉱はほとん

ど地並あるいは地並近くに開坑し，剰坑による採炭を行

つている。この事実は採炭進捗めため地壷上の残存淡量

が枯渇に近いζとおよび台地性地形のため地並域上の稼

行炭量ががんらい乏しいことを物語るものであるo

　　　　　　　　　4．地　　質

　1）暦　序

　本地域の地質は第1図にその代表酌の柱歌図を揚げた

が，地層は下位より上位に次のように分類でぎる。

　1．・第三系

　　（1）下部統

　　　　i）村田介層

ノ　　（2）上部統

　　　　i）相馬層

　　　　a．相馬砂暦

　　　　b．　ホ頁、馬埋木暦

　　　ii）安養寺暦

　　　iii）中村層

　　　　a．中村凝次質頁岩

　　　　b．中村軟質砂岩

　　　　c，中村凝友質砂質頁岩

　2．第四系

　　（1）更新統

　　　　i）原釜礫層

　　　ii）小野礫層

　　（2）現世統

　　　　i）沖積層

　域上の内村田介暦は仙南地方に広く分布する村田介暦

に，また上部統中村層は仙台附近の龍ノロ介層および常

，磐炭田の多賀暦にそれぞれ対比されるものと考えられ

るo

　また以上の各暦は上部統と下部統との間すなわち，相

馬暦と村田介層との聞は不整合に，以下いずれも整合に

累重するが，．ただ安養寺層と相馬暦の間には後述するよ

うに部分的な不整合があるようであるo

　く1）村田介麿地域北部初野より南小野迄の間に見ら

れ，初野一ノ沢橋より西方には殊によく露出するo岩質

は上部に凝友岩があり，颯下は総べて擬友質頁岩より構

成され，馳緑色を皇する。最上部に植物化石，中部に

介化石を包藏ずる外，、中部，下部等に砂岩が挾在する。

一般走向は：NSでシ傾科は中集代暦に接する附近では

60？E・楓馬埋木暦と不整合に接す喬近くでは20。Eを

示す。

　（2）相馬層　本層中には上，下2つの亜炭暦群があり

前者は本暦のほぼ中間部に，後者は下部に挾有される。

しかし下部亜炭暦群は調査地域外の太田川以南に見られ

るに過ぎないため，下部亜炭層群に関する記載は省略す
　　　　　　　　　　　　　　　　　
るo

　i）相馬砂暦　　上部亜淡層群の最下底部を構成し，福

色あるいは白色のよく水磨された米粒大の石英粒のみよ

りなる。’基底部には大形の礫を有し，上部に移るにした

がい粒度が小となり，擬友質頁岩と互層をなしつつ頁岩

層に変り，さらに凝友岩に移化する。しかし本層は最南

部に見られるのみである。　　『　　　・　　　l

　ii）相馬埋木層　相馬埋木層は上述の凝友岩より上位

に発達するもので，上部亜炭層群を胚胎L，該亜炭暦群

は上暦，中暦および下暦の3亜炭層に大別しうる。下層

は凝友岩暦中に，上暦は頁岩中に，中暦は凝友岩より頁

岩に移過する部分に賦存する。

　これらの亜炭層中で中層は最も良く発蓬し，下暦がこ

れに次ぎ，上層は1地区にのみ肥厚したもので発達不良・

である。各亜炭暦の暦間距雛は上暦，中層間50m，中、

暦，下層間5。5mである。

　中層の上部には海楼介化石（Os舵αsp．，PosJ痂sp，．

C夕6！伽sp・・Tθ」！吻sp・・σ砂・加廊sp・・P・伽漉s

sp．診’o．）を包藏し，風化面は褐鉄鉱で淡褐色の輪状紋檬

に汚染された割目の多い頁岩暦があるが，小池原南方お

よび初野においては該暦を欠除しているげ

　相馬埋木暦の一般走向は一NSで，10。E丙外が普通で

あるが，中生代の地暦に近し、所では25～400Eと急傾斜

しているo

　（3）安養寺層　暗褐色粗粒の砂層で褐鉄鉱で膠結さ

れ，本暦には爲層の良く発達するのが特徴である。

　柑馬暦との関係は，六野村宿仙木零り上眞野村小池ま

での聞は明らかに整合め関係にあるが，石神村深野以南’

は前述のごとく相馬埋木暦の一部を欠いており部分的に

不整合の関係にある。

　また本層は初野で尖滅L，北への追跡は不可能であるσ

　（4）中村麿安養寺層と整合の関係にあり，青茨色の

　　　　　　　2
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擬友質泥岩がその主体をなすが，本暦中に砂層幣が数條

あり，時にこれが膨大し，石紳以南あるいは大野村大坪

附近のように，特別の砂層であるような感じを與えるこ

とがある。

　一般走向は前述の各暦と同様にNSで，東に10。傾斜

するが，東部程緩傾斜となり，漸次水李に近づく。

　なお本層には化石の謹出が多くないが，！吻α膨郷吻，

加6魏αsp．が認められたo

　〈5）第四紀属

　i）原釜礫層　第三紀層を不整合に覆う。八幡村松道・

台町，八幡等に見られる・直径30cm以下の大小の雑

多の礫より構成され・礫は阿武隈山地より供給された花

嵩斑岩・石英i斑岩・石少岩等よりなるo暦厚は松道で約

3mである◎

　ii）小野礫暦　　原釜礫暦と明らかに区別される高位河

成段丘を小野礫暦と称する。本層は大野村小野，宿仙木

附近，中村町西方万沢堤附近に見られるoまた河成段丘

としてほ，このほか鹿島町南西眞野川右岸，進士炭鉱，

白石炭鉱の坑道天盤に見られるものがあり，いずれも阿

武隈山地より供給された角閃岩・安山岩等の礫で構成さ

れる0

　2）地質構造

　新第三系は基盤の中生界の砂岩，粘板岩と断層により

境されるものと考えられ，一般走向NS，10◎E内外で，

南北を軸とするゆるい摺曲および小断層を俘う比較的簡

軍な構造であるが，西部の阿武隈山地に接する地帯は

50。内外の憲傾斜を示す強い摺曲地帯をなしている。ま

た眞野川を境としてその南部および北部では地暦の変動

に差があり，北部には断暦・摺曲等が多いが，南部は大

体乎穏であるのを常とする。

　ここで特に注意しなければならないことは，地域の像

ぼ中央部上眞野村御山を中心として，東部上昇の逆断層

（一都被覆断層？）が相馬埋木暦中に存在するため亜表層

が重複して露出し・両者ともに稼行されていることであ

’るoまた深野地区ではン安養寺層はほぼ水Zトに近く，仲

山では該暦は削剥され垂して地窓を形成して，相馬埋木
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃
層を露呈するような現象も見られる・

　主要の断暦は次のごとくであるo

　i）初野断層　大野村萱倉の黒木炭鉱第三坑の北方約

50mをほぼ東西に走る南部上昇の断層で，その水李移
’
動 は村田介暦により250mと考えられる。本断暦を境

として北部の相馬埋木層は著しく薄痩し，亜炭の発達は

極度に劣化するo

　ii）粟津断暦　本断暦は山上村粟津の自上炭鉱の東

500m附近に標式的に見られ，中村層が安養寺暦を被覆

する押被せであるQこの断層の延長は，北部では約800m

を距てて万沢池で逆断暦となり，南部では500mを踵て

て若宮炭鉱附近の強い摺曲となつて現われている。

　iii）御山断暦　八幡村八幡より始まり富沢を経て御山

に室る問南北に縦走する逆断層で，相馬埋木暦中に存在

する◎本断層により東部が上昇する。落差は白石炭鉱附

近で25m，御山附近で20mである。御山附近の亜炭露

頭線はこの断暦のため反覆するようになり，富沢，御山

炭鉱等の1線と富山，劒山炭鉱の1線と2準列露頭線と

なるo

　ξv）相馬断層　第三系と中生界とを境する断層である

が・現在では直接の接触点は萱倉で認められるのみで・，

資料が少なくその性質については不明の点が多い。

　萱倉では村田介暦が中生界の緑色砂岩と：N5qw，5Q。

Eの方向で接Lている。また黒木炭鉱，若宮炭鉱，相和

』淡鉱，石紳炭鉱等の坑内に南北軸の摺曲構造があり，摺

曲度が東より西に移るにしたがい大となること，中生界

は第三系に接近する程擾曲砂陣されることが甚しいこと

等の事実があり，、前述の粟津，御山両逆断層に相関連す

る榴曲断暦と考えられる。
　　　　　の　なお白石炭鉱，相馬炭鉱滝沢附近に中生界の堅硬な砂

岩の大塊が第三系を距てて，離れ島のようにあるが，前

者の下部は白石炭鉱で探炭中であるから明らかに第三系

に乗り上げたものであり，後者もその両側を墾井の結果

（第3図）これま＃第三系上に南ることを確認した。

　　　　　　　5．炭麿および稼行朕況

　相馬埋木暦は上層，中暦，および下層の3亜炭層を挾

有することは前述の通りであるる上暦は上眞野村車川附

近にのみ発達し，その稼行可能延長はL5km颯内であ

るが，中暦および下層，殊に前者は発蓬良好で地域全体

におよんでいる。全域を通じ上層の発達する地区附近で

は中暦および下暦の発達も良好で，車川附近は相馬亜炭

田内における亜炭産出の中心と言いうる。なお各炭鉱の

炭柱図は第4図に，また稼行歌況は第1表に概要を表示

した0

　1）初野地区　初野より初野断層までの間は亜炭暦の

発達が不良で，露頭では稼行の対象となるようなものは

ない。すなわち，黒木地区の亜炭を北に追い本地区に入

れぽ炭質は漸次悪化L，、暦厚もまた薄弱化するQしかし

後述の潔野地区のように露頭が甚だ貧弱でも「フケ」の方

向に肥大する事実があるから注意を要する0

　2）黒木地区（大野村宿仙木一南小野）　本地区で稼行

するのは黒木炭鉱で炭丈1m弱の中層を稼行の対象と

する。一般走向はNSで，背劉構避を示し・西翼は西に急

傾斜し東翼は15《920。東へ傾斜し東へ移るほど緩傾斜と

39一（497）
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編島縣相馬亜炭田調査概報　（大脇巖・大和栄次郎）

なる。南小野万沢堤の西の地隙に亜炭暦が露出するが，

断暦に影響されその厚さは20gmに過ぎない。なお黒

木炭鉱三坑に厚さ　6cmの．6strea帯が見られるが，こ

れは相馬炭鉱小山田坑の亜淡層の上位1．40mにあるも

のに一致する。

瓦3）粟津，山上地区　粟津山上炭鉱では亜炭は質，量

ともに劣悪化し，稼行亜炭層は厚さ70cmを超えない。

本層の上部9mに約30cmの亜炭暦があるが稼行の対
象となるとは言い復ない。この両炭暦の走向，傾斜は前

者はN10。E，250E，後者は：N10◎W，35。Eで，走向

および傾斜に変化がある。

　若宮炭鉱は木質部80cmやや炭化した部分25cmの

中間に7cmの頁岩を挾む山丈LO5mの亜麦層を採掘
してお蓼，拶層の羨みが肥厚する本地区では亜麦暦の発

達が良好の部分である。

　4）池上地区　本地区は宇多川流域が広範囲におよん

でいることと，台町附近が低李のため露頭線の追跡が困

難な地域の1つであるo

　稼行炭鉱は八幡炭鉱で同炭鉱では山丈はL27mで，

ほぼ中央部に35cmの「ボタ」を挾み，かつ木質部は少

ない0
　5）富沢，御山，小池原地区　相馬亜炭由の中心部で，

炭質良好，淡暦厚肥大し最も有望の地区である。すなわ

ち炭層よりすれば，富山炭鉱願阿彌陀坑に見られるよう

に7層におよぶ発達があり，あるいは相馬炭鉱浮田坑の

木質部1。5mにおよぶ厚暦がある。また炭箪もこれを発

熱量より見ると第1表に表示したように4，10G’》4，800

カロリー（地質調査駈分析）を示しこの地区に比肩する地

区はないo
　本地区で稼行するのは神山，白石，富沢・羽山，富山，

東急御山，進士，浮田旭，鹿島相馬，佐藤等の各炭鉱

で，このほか休山中のものに横山，山下の2炭鉱があるQ

　域上の諸炭鎌の亜淡暦の木質部は第4図に示したが，
5
神 山60cm，羽山92cm，浮田旭75cm，鹿島86cm

（以上下厨），富沢1m，富山L2m，東舞御山62cm

相馬1．5m（以上中層），佐藤1m（以上上層）で，やや

粗悪の炭質亜淡を加算する時はいずれも1・》L5mにお

・よぶものである0

　6）深野地区　，深野地区は北部では炭質良好であるが，

南部では劣悪化する。

　稼行炭鉱は相馬炭鉱中山坑と大和興業で，’前者では木

質部80パ100cm，是向N5。W，傾斜、7◎：Eで挙り，後

者の中山坑は良質部122cm，傾斜10。E域内である。

　しかし大和興業の中山坑は天盤が安養寺層であるため非

常に弱く，天盤は亜炭層直上にある褐鉄鉱で薗結された

厚さ約10cmの砂暦で保持されており，一度崩落すれ

ば阻止する方法がなく地表迄貫通する恐れがある。な事‘

大和興業第一斜坑，宮前坑で亜炭暦は多くの薄砂暦を挾

剃，かつ次分の多い部分を有するために淡質の低下を来

たす◎

　7）右紳地区　石神淡鉱が稼行中であるが，亜炭層の

発達は余り良好でない。すなわち，．信田坑では35cmの

頁岩を中盤とL，上，下に各々　35cmの亜淡があり，

上部のものは良質であるが下部，のものはやや不良であ

る。また石瀞坑では亜炭層は1層となり，層厚70～90c孤

　　　　　　　　　　だで炭質は前述の上部のものに似ている。走向N10。W，

傾斜は12。E以内で，信田坑には南北軸の緩い罎曲が見

られるo

　　　　　　　　　6．炭　　質

　一般に黒色ないし黒褐色を呈し，木質亜淡と炭質亜炭．

の2つに分けられる。炭質亜麦は木質亜炭に比べて，炭

質頁岩を挾むことが多く，さらに採掘後風化されて細破

され易い欠点がある。木質亜炭と炭質亜炭の比は，個々

については第1表に示したが，富沢，御山，小池原地区

では10：7，その他の地区では5：5ないしそれ以下’

で，調査地域の内粟津1附近および深野南部は最も悪い。『

なお各淡鉱の亜淡の分析結果は第1表に示した通gであ

る0

　　　　　　　　　7．炭　　量

　予想埋藏量は各炭鉱鉱区別に算出し第1表に示した蓮

6であるが，本地区の理論上の予想埋藏量は次のように

概算される。

走向延長

深さ150m迄の水平距離

比　重　’

炭丈
傾斜角

予想埋藏量（t）

　上層

1．500m

1，000m

　1，0

　1．46m

　lGO
2，233，800

中，下層

26フ000m　’

　1，500m
　　1．0

　　1．5m

　　80
59，085，000，

すなわち，計算深度を150m迄とすれば，予想埋藏量”

は6．100万tとなるo　　　　　　　　　　　　．、

　　　　8．結論および開発に対する意見

　椙爲亜炭田は今次の調査えより，炭量・炭質・炭丈等

に見るべきものがあり，北部ほ量〆質に多少遜色が認め

られるが，中央部の富沢，御山，小池原地区は量，質と

もに将来性があるから，採炭の重点をここに集中すべぎ

である。’また石神弛区には約70m下部に2．4mの亜

炭暦が存在すると称されているので，試錐にキつてこれ

が確認されれば当亜炭田中でも有望の地区となろう6

　現在の稼行状況を見る、と・柿原・八幡・神山，鹿島，

浮田旭炭坑域外は総べて斜坑によつて採炭中であり・地
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並上の残存埋藏量は甑に少なく，今後はさらに

深部探炭に移らねばならない傾向にあり，現在

のように小鉱区が錯綜し濫掘を続ける時はi数年

を出でずして大幅減産の危機に逢着することが

朋らかで，國家燃料対策上必須の見透しがある

ならば，この対策を樹立すべき秋と思考されるげ

車川地区年間6万tの出炭計豊案はその1案と

して作製されたものである。

　　　　9．相馬炭田開発計垂案
　本調査報告でじばしば触れ差よう紀，開発の

対象とな喬地域はジ富沢，御山，小池原を含む

南北7kmの区域で，この区域よ一り年間10万t

の出炭が可能であると考えられる。すなわち小

池原を中心としては相馬炭鉱大日本炭油株式会

肚（現在年淺1万t）が開発に当り，技術面さえ

考暉すれば将来4万tの出淡は訂能である。し

たがつてこの地区を除外しンとれ域北の富沢，

御鵡車川附近4kmの間を開発計電の対象と

＼’”駄

’
り
黙＼

　　　　　　口蝶イ・フ

．した。レかし富沢1御山附近は現稼行湊鉱に開発余力あ

軽のとして藻磯識の対象として第5図に示すよ

うに車川附近を考慮した。車川附近は淡暦の発達状況が

最根好鱗り・かつ鞭は 殖な縣道が常磐線日立
木，鹿島駅に通じているので，至便である。第一斜坑を

　　　第5圖　第1期開酸計画匿域圖㌧
露頭推定線　1＝第一暦（上雇）II：第二暦（中属）III：第三雇（下雇）

車川西方700mの露頭線に選ぴ，沼層斜坑で垂直深度

100m斜距雛475m掘進し，斜坑を中心として1．000m

の区域を開発するものである。

紙面の都合上実際の開発計書，探炭，所要施設等は省

略する。　　　　　　 　　　　　（昭禾026年10月稿）
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愛知縣三河珪石鉱床調査報告

安　齋　俊　勢

’
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The　Silica　Stone　Deposits　in

　　Mikawa　District

by

Tosh圭o　Ansai

　　The　Mikawa　silica　sしone　d♂posits　are

silica舳v6insinquartzschist・rquartz、
bi・titeschist・fRy・ke血etam・rphicrOcks．

　About　thirty　quarries　are　working　in

仙ee母stemarea・fOka多akicity．

　The　ores　are　mainly　used　in　manu・
faCtur並gst・ne－ba11・rlinin魯st6neP。fball

mi11f・rthep・rcelainin母ustry，f。rtheferr。

＊鉱床部

alloyindustryandalsofortherefractory

mortalS。

　　　　　　　　要　　約
　三河珪石の鉱床は愛知縣岡崎市，額田郡豊富村を中心

に発達する領家変成岩（石英雲母片岩）中の石英片岩の中

で純度の高い部分であるQ

　主産地は岡崎市の東北方に当り束西（走向方向）13km，，

南北5mの地域中に10数條の層状またはレンズ状の鉱

床が発達し，約30ヵ所で稼行されている・

　それぞれめ鉱床の厚さは普通3～6m，最大30mで，

1丁場の延長は100mを限度とする。

鉱石は概して緻密質で，主とLてボールミル用王，張

石用として加工され・小塊はフェロシリコソ用として利

用される。また地域中本山・焼山の両鉱山では軟質珪石

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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